
極域統合データプラットフォーム

AMIDER
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小財正義

極域環境データサイエンスセンター（PEDSC）

AMIDERプロジェクトチーム
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AMIDERプロジェクトの背景‐極域環境データサイエンスセンター

極域環境データサイエンスセンター HP

➢ 極域科学を中心とするデータの管理や利活用を支援・促進

➢ 多様な科学分野を横断的に俯瞰できるようなプラットフォーム（統合データベース; AMIDER）の構築
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AMIDERプロジェクト：極域科学を中心とした分野横断的なデータベース開発

➢ 生命科学、地球科学、宇宙科学、人文科学など

➢ 太陽－地球系物理：IUGONETの成功例

➢ 次世代型プラットフォームのモデルケースを創出

✓ 統一的かつ専門外のユーザーにも分かりやすいインタフェースでカタログ化

✓ データセット間の関連性を演算・提示（recommend機能）

✓ 研究者（データ登録者）支援ツールの開発

✓ 外部機関との連携によるさらなる高度化

➢ 実験的プロジェクト

✓ 機動性を活かし、積極的に新しいコンセプトを導入

➢ 融合研究の促進・データ利活用の促進

➢ 極域科学をステップとしてあらゆる分野へ展開

今後の開発テーマ



 AMIDERデータベースのコンセプト

➢ 多様な科学分野へのOne-stop gateway
➢ 各データセットのビジビリティ・アクセシビリティ向上
➢ 分野横断的な「渡り歩き」へ誘導・新たな異分野連携の着想

➢ ターゲット

✓ 多様な科学分野との連携に興味
がある研究者

✓ 一般市民, 教育関係者, 学生, etc

➢ 科学データセットの探索・発見

➢ 使いやすさ・分かりやすさが開発の
カギ

生命科学

地球科学

宇宙科学
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AMIDERデータベース



ユーザーインターフェースの設計

➢ トップページ・検索結果のカタログ表示

✓ ECサイト（Amazonなど）を参考にしたユー
ザーフレンドリーなデザイン

✓ 多様なデータセットを統一的デザインで表示

✓ コンテンツをイメージできるサムネイル画像

✓ 専門用語の使用を抑え、コンテンツをイメー
ジできるスニペット

✓ ソート機能
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➢ 検索機能
✓ プリセットキーワード（カテゴリー）

• リレーショナルデータベースに登録
• 容易に変更・追加可能
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➢ 各データセットページ

✓ 専門用語の使用を抑えたタイトル

✓ 実データのダウンロード

• 標準フォーマットとしてCDFとNetCDFを採用

• AMIDERで実データの処理も可能に

• プレーンテキスト形式への変換機能

✓ 可視化画像の表示

• 日時を指定可能

✓ 各表示設定・パラメータは各データセットのconfig
ファイル（YAML形式）で定義

• 統一的デザインを守りつつ、多様なデータに対応
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➢関連データセットの提示（recommend機能）

✓ 実データ同士の相関計算から
相関スコアの高いデータセットを提示
（ランダム抽出も併用）

✓ AMIDER独自の機能の一つ

✓ データセット間の「渡り歩き」へ

✓ 実データの標準化により可能に

✓ 外部データリポジトリとの連携など
による発展性

• 論文のテキストマイニング？

• 異なる分野で使われている

同じワード・研究手法を抽出

• ネットワーク図として可視化

• 今後NIIとの連携により開発加速
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➢ メタデータテーブル

✓ 専門用語の使用を抑えた説明

✓ XMLスキーマの標準化

✓ SPASE（IUGONETなど）

✓ ISO（標本データなど）
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分野横断型データベースを支えるデータキュレーション

➢ 実データ・メタデータの標準化

➢ 今後の課題：キュレーション支援ツール（研究者支援ツール）の開発

✓ キュレーションプロセスの明確化・システム設計への落とし込み

✓ 標準フォーマットへの実データ変換ツール

✓ メタデータ作成ツール

✓ 自然言語処理（テキストマイニング）の活用

• メタデータから一般向け説明文の自動生成

• その逆？

✓ 研究者の負担軽減

✓ 汎用ツールとして提供
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NIIデータエコシステム構築事業のユースケース創出課題に採択（今年度～来年度）

➢ データキュレーションツールの整備・外部リポジトリとの連携・自然言語処理の活用

NII HP



まとめ
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AMIDERプロジェクト：極域科学を中心とした分野横断的なデータベース開発

➢ 次世代型プラットフォームのモデルケースを創出

✓ 統一的かつ専門外のユーザーにも分かりやすいインタフェースでカタログ化

✓ データセット間の関連性を演算・提示（recommend機能）

✓ データキュレーション支援ツールの開発

✓ 外部機関との連携

✓ 自然言語処理の活用

➢ 実験的プロジェクト

✓ 積極的に新しいコンセプトを導入

➢ 融合研究の促進・データ利活用の促進

➢ 極域科学をステップとしてあらゆる分野へ展開

➢ 来年度中の運用開始を目指す


